
き
ょ
う
と
の
え
い
が
さ
ん
ぎ
ょ
う

京
都
の
映
画
産
業

24知
る

■
京
都
の
映
画
産
業

日
本
の
映
画
産
業
が
本
格
的
と
な
る
の
は
、
日
本
活
動
写
真
株
式
会

社(

日
活)

創
業
以
後
の
こ
と
で
、
そ
の
中
心
は
、
初
め
て
時
代
劇
映
画

を
手
が
け
た
京
都
の
横
田
商
会
で
し
た
。
以
来
、
時
代
劇
映
画
は
京
都

の
映
画
産
業
の
中
核
と
し
て
興
隆
し
、
時
代
劇
の
生
み
の
親
牧
野
省
三

ま
き
の
し
ょ
う
ぞ
う

に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
た
尾
上
松
之
助
ら
人
気
俳
優
も
そ
の
中
か
ら
登

お
の
え
ま
つ
の
す
け

場
し
ま
し
た
。

牧
野
省
三
に
よ
る
動
き
に
富
ん
だ
演
出
や
画
面
の
変
化
は
、
剣
戟
場

け
ん
げ
き

面
が
囃
子
と
と
も
に
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
バ
ラ
バ
ラ
と
い
う
風
に
活
躍
す
る

と
こ
ろ
か
ら
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
」
と
呼
ば
れ
、
京
都
の
時
代
映
画
に
独
特

の
娯
楽
性
を
与
え
ま
し
た
。

■
横
田
商
会

よ
こ
た
し
ょ
う
か
い

横
田
商
会
は
横
田
永
之
助
が
設
立
し
た
映
画
興
行
会
社
で
す
。
横
田

よ
こ
た

え
い
の
す
け

は
、
初
め
は
貿
易
商
を
生
業
と
し
、
明
治
三
十
三(

一
九
〇
〇)

年
、
パ

リ
万
国
博
覧
会
に
京
都
府
出
品
委
員
の
一
人
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
発
展
を
遂
げ
て
い
る
映
画
事
業
を
み
て
、
大
い
に
刺
激
を

受
け
、
フ
ラ
ン
ス
の
映
画
関
連
会
社
パ
テ
ー
社
と
の
間
で
フ
ィ
ル
ム
購

入
を
契
約
し
、
新
し
い
映
写
機
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

上
映
に
あ
た
っ
て
は
横
田
自
ら
映
写
技
師
や
説
明
者
を
つ
と
め
る
こ

と
も
あ
り
、
新
京
極
の
劇
場
や
祇
園
の
貸
席
、
と
き
に
は
南
座
を
借
り

て
興
行
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

明
治
三
十
七(

一
九
〇
四)

年
に
日
露
戦
争
が
起
こ
り
、
戦
争
映
画
に

関
心
が
集
ま
る
と
、
パ
テ
ー
社
よ
り
輸
入
さ
れ
た
戦
争
映
画
に
よ
っ
て

事
業
が
発
展
、
会
社
名
を
横
田
商
会(

下
京
区
仏
光
寺
通
麩
屋
町
横
田

永
之
助
邸)

と
名
乗
り
、
当
時
す
で
に
開
始
し

て
し
て
い
た
地
方
巡
業
の
班
を
増
や
し
、
自。

ら
も
説
明
者
と
な
っ
て
興
行
を
行
い
ま
し
た

そ
の
後
、
横
田
商
会
は
大
阪
・
京
都
に
映

画
の
常
設
館
を
開
館
、
明
治
四
十
三(

一
九
一

〇)

年
に
は
、
尾
上
松
之
助
を
得
て
、
京
都
で

は
じ
め
て
二
条
城
西
南
の
櫓
の
下
に
撮
影
所

や
ぐ
ら

を
建
設
し
ま
す
。

■
常
設
映
画
館
の
建
設

明
治
三
十
六(

一
九
〇
三)

年
頃
の
活
動
写
真
は
よ
う
や
く
見
世
物
興

行
の
域
を
脱
し
は
じ
め
、
東
京
の
浅
草
に
初
め
て
活
動
写
真
専
門
興
行

の
常
設
館(

浅
草
電
気
館)

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

京
都
に
も
同
四
十
一(

一
九
〇
八)

年
に
南
北
の
電
気
館
や
日
本
館
・

西
陣
電
気
館
が
常
設
さ
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
横
田
商
会
が
開
い
た

新
京
極
電
気
館(

中
京
区
新
京
極
通
錦
小
路
上
る
東
側)

で
は
、
午
後
二

、

、

、

時
よ
り
十
一
時
ま
で
開
場
し

入
場
料
は
大
人
十
銭

小
人
は
五
銭
で

毎
月
一
日
と
十
五
日
に
は
写
真
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

伴
奏
音
楽
も
見
世
物
風
で
は
な
く
、
常
雇
い
の
楽
士
た
ち
に
よ
る
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
に
替
り
ま
し
た
。
無
声
映
画
の
説
明
に
も
話
術
の
工
夫
が
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見
ら
れ
、
活
弁(

活
士)

と
よ
ば
れ
る
の
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
す
。

明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
の
は
じ
め
に
か
け
て
は
、
ま
だ
映
写
機
が

手
回
し
で
し
た
。
休
日
な
ど
大
入
り
満
員
の
日
に
は
、
客
を
は
や
く
入

れ
替
え
る
た
め
に
、
映
写
技
師
が
は
や
回
し
を
す
る
の
で
、
歩
い
て
い

る
登
場
人
物
ま
で
が
走
っ
て
い
る
よ
う
に
映
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き

「
は
や
す
ぎ
る
ぞ
ォ
ー
」
と
大
声
で
や
じ
ら

、

れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
。

■
日
活
の
創
設

大
正
元(

一
九
一
二)

年
、
横
田
は
当
時
映
画
市
場
で
競
争
し
て
い
た

東
京
の
吉
澤
商
店(

日
本
初
の
映
画
会
社)

、
エ
ム
・
パ
テ
ー
商
会
、
福

宝
堂
と
合
同
し
て
日
本
活
動
写
真
株
式
会
社(

日
活)

を
創
設
し
ま
す
。

製
作
は
、
太
陽
光
線
撮
影
の
た
め
の
片
屋
根
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
た

グ
ラ
ス
ス
テ
ー
ジ
の
撮
影
所
で
あ
っ
た
向
島
撮
影
所(

東
京
都
墨
田
区)

む
こ
う
じ
ま

と
法
華
堂
撮
影
所(

上
京
区
御
前
通
一
条
下
る)
で
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
社
内
で
対
立
が
起
こ
り
、
吉
澤
・
福
宝
堂
系
が
独
立
、
結
果
的
に

は
一
部
の
エ
ム
・
パ
テ
ー
派
を
残
し
横
田
派
が
日
活
社
内
の
覇
権
を
握

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
京
都
撮
影
所
の
林
立

大
正
九(

一
九
二
〇)

年
、
新
京
極
か
ら
東
京
に
進
出
し
た
松
竹
合
名

会
社
は
松
竹
キ
ネ
マ
を
設
立
し
て
東
京
の
蒲
田
撮
影
所(

東
京
都
大
田

か
ま
た

区)

を
起
点
に
映
画
産
業
に
参
入
し
ま
す
。

京
都
で
は
翌
十
年
に
牧
野
省
三
が
日
活
か
ら
独
立
し
て
マ
キ
ノ
教
育

映
画
製
作
所(

の
ち
に
株
式
会
社
マ
キ
ノ
キ
ネ
マ
映
画
製
作
所
へ
と
拡

大)

を
設
立
、
等
持
院(

北
区
等
持
院
北
町)

の
境
内
に
ス
タ
ジ
オ
を
構

え
ま
す
。

大
正
十
二(

一
九
二
三)

年
、
関
東
大
震
災
が
起
こ
る
と
東
京
の
映
画

関
係
者
が
こ
ぞ
っ
て
京
都
に
集
ま
り
ま
す
。
松
竹
キ
ネ
マ
は
京
都
下
加

茂
撮
影
所(

左
京
区
下
鴨
宮
崎
町)

を
建
設
、
日
活
も
北
区
大
将
軍
一
条

町
に
日
活
関
西
撮
影
所(

通
称
大
将
軍
撮
影
所)

を
構
え
ま
す
。

、

、

、

こ
の
間

京
都
で
は

阪
東
妻
三
郎
を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
俳
優

ば
ん
ど
う
つ
ま
さ
ぶ
ろ
う

多
く
の
監
督
・
脚
本
・
撮
影
の
俊
才
が
生
ま
れ
、
独
立
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
が
林
立
す
る
黄
金
期
を
迎
え
ま
す
。
太
秦(

右
京
区)

に
は
独
立
プ
ロ

う
ず
ま
さ

ダ
ク
シ
ョ
ン
の
撮
影
所
が
た
く
さ
ん
設
立
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
、
現
像
・
貸
物
な
ど
撮
影
専
門
の
関
連
企
業
も
そ
の
周
辺
で
成

長
し
ま
し
た
。

日
活
制
作
の
時
代
劇
は
大
正
十
四(

一
九
二
五)

年
、
尾
上
松
之
助
主

演
の
「
荒
木
又
右
衛
門
」
を
発
表
し
た
の
を
期
に
隆
盛
へ
と
向
か
う
こ

、

、

。

と
と
な
り

昭
和
四(

一
九
二
九)

年

太
秦
撮
影
所
へ
と
移
転
し
ま
す

■
日
本
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド

昭
和
十(

一
九
三
五)

年
以
後
ト
ー
キ
ー(

発
声
映
画)

時
代
に
入
る

と
、
機
械
設
備
な
ど
に
巨
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
た
め
、
映
画
業
界

の
再
編
成
が
進
み
ま
し
た
。
日
活
・
松
竹
・
新
興
キ
ネ
マ
・
マ
キ
ノ
プ

ロ
お
よ
び
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｌ
な
ど
の
撮

影
所
が
集
中
し
た
太
秦
は
日
本
の

ハ
リ
ウ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

第
二
次
大
戦
後
、
日
活
は
大
映

と
な
り
、
新
興
キ
ネ
マ
は
東
横
、

東
映
と
変
わ
り
、
第
二
東
映
が
で

き
る
昭
和
三
十
五
年
頃
、
太
秦
に

は
十
二
以
上
の
ス
タ
ジ
オ
を
数
え

ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
テ
レ
ビ
の

普
及
に
よ
る
映
画
産
業
の
衰
退
と
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と
も
に
、
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｌ
は
東
京
の
東
宝
に
移
り
、
マ
キ
ノ
撮
影
所
は
失

火
で
焼
失
、
昭
和
四
十
年
松
竹
京
都
撮
影
所
も
閉
鎖
し
ま
し
た
。
大
映

も
同
四
十
六
年
に
倒
産
し
、
昭
和
六
十
一
年
、
そ
れ
ま
で
貸
ス
タ
ジ
オ

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
撮
影
所
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

現
在
、
大
映
京
都
撮
影
所
跡
地(

右
京
区
太
秦
多
薮
町)

に
は
記
念
碑

が
残
さ
れ
て
お
り
、
大
映
通
り
商
店
街(

三
条
通
広
隆
寺
前
交
叉
点
か

ら
帷
子
ノ
辻
交
叉
点
ま
で)

の
一
角
に
は
か
つ
て
太
秦
で
撮
ら
れ
た
な

か
た
び
ら

つ
か
し
の
映
画
を
上
映
し
て
い
る
太
秦
キ
ネ
マ
が
あ
り
ま
す
。

歩
く
／
見
る

■
牧
野
省
三
の
銅
像

北
区
等
持
院
北
町(

等
持
院
境
内)

ま
き
の
し
ょ
う
ぞ
う

明
治
十
一(

一
八
七
八)

年
、
京
都
府
北
桑
田
郡
山
国
村
に
生
ま
れ
た

牧
野
省
三(

～
一
九
二
九)

は
、
西
陣
に
出
て
芝
居
小
屋
の
千
本
座
に
出

せ
ん
ぼ
ん
ざ

入
り
し
て
歌
舞
伎
に
親
し
み
、
後
に
経
営
者
と
な
り
ま
す
。
横
田
商
会

の
活
動
写
真
興
行
に
小
屋
を
貸
し
た
縁
で
そ
の
制
作
を
引
き
受
け
、
座

付
き
の
旅
役
者
を
中
心
に
「
本
能
寺
合
戦

「
明
烏
」
な
ど
を
つ
く
り

」

ま
し
た
。

明
治
四
十
二(

一
九
〇
九)

年
、
岡
山
の
旅
役
者
で
当
時
千
本
座
で
活

躍
し
て
い
た
尾
上
松
之
助
を
、
講
談
の
英
雄
豪
傑
を
演
ず
る
ス
タ
ー
に

お
の
え
ま
つ
の
す
け

仕
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
阪
東
妻
三
郎
・
市
川
右
太
衛
門
・
大
河
内

ば
ん
ど
う
つ
ま
さ
ぶ
ろ
う

い
ち
か
わ

う

た

え

も
ん

お
お
こ
う
ち

伝
次
郎
・
片
岡
千
恵
蔵
・
嵐
長
三
郎(

寛
寿
郎)

・
月
形
竜
之
介
・

で
ん
じ
ろ
う

か
た
お
か

ち

え

ぞ
う

あ
ら
し
ち
ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う

か
ん
じ
ゅ
う
ろ
う

つ
き
が
た
り
ゅ
う
の
す
け

林
長
二
郎(

長
谷
川
一
夫)

な
ど
を
ス

は
や
し
ち
ょ
う
じ
ろ
う

は

せ

が
わ
か
ず
お

タ
ー
に
育
成
し
ま
し
た
。
脚
本
家
と
し

て
寿
々
喜
多
呂
九
平
な
ど
を
、
監
督
と

す

す

き

だ

ろ

く

べ
え

し
て
長
男
マ
キ
ノ
雅
弘(

正
博
、
雅
裕)

ま
さ
ひ
ろ

・
衣
笠
貞
之
助
な
ど
を
育
て
、
時
代
劇

き
ぬ
が
さ
て
い
の
す
け

映
画
の
父
と
仰
が
れ
て
い
ま
す
。

日
活
よ
り
独
立
し
て
最
初
に
建
て
た
撮
影
所
が
等
持
院
の
境
内
で
あ

っ
た
た
め
、
現
在
、
こ
の
地
に
銅
像
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
尾
上
松
之
助
の
胸
像

左
京
区
下
鴨
宮
河
町(

鴨
川
公
園
内)

お
の
え
ま
つ
の
す
け

尾
上
松
之
助(

本
名
中
村
鶴
三
、
一
八
七
六
～
一
九
二
六)

は
、
幼
少

か
ら
舞
台
に
立
ち
、
一
座
を
率
い
て
岡
山
市
を
中
心
に
旅
興
行
を
す
る

う
ち
牧
野
省
三
に
そ
の
身
軽
い
ケ
レ
ン(

派
手
な
演
技)

を
か
わ
れ
、
京

都
の
横
田
商
会
撮
影
所
に
招
か
れ
ま
す
。

「

」

、

、

碁
盤
忠
信

(

明
治
四
十
二
年)

に
映
画
初
出
演
を
果
た
し

以
後

ご
ば
ん
た
だ
の
ぶ

英
雄
・
豪
傑
・
立
ち
廻
り
・
忍
術
も
の
な
ど
、
多
数
の
牧
野
監
督
作
品

に
出
演
、
時
代
劇
映
画
の
平
俗
な
楽
し
さ
を
一
般
に
広
め
ま
し
た
。

見
得
を
切
る
時
、
大
き
な
目
を
ぎ
ょ
ろ
り
と
睨
み
す
え
る
と
こ
ろ
か

ら
「
目
玉
の
松
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
が
あ
り
、
出
演
千
本
記
念
作
品
「
荒

木
又
右
衛
門
」
を
最
後
に
急
逝
し
ま

し
た
。
社
会
福
祉
に
つ
く
し
た
功
績

に
よ
り
、
顕
彰
の
胸
像
が
、
京
阪
出

町
柳
駅
の
す
ぐ
西
側
に
あ
る
鴨
川
公

園
葵
地
区(

葵
公
園)

内
に
建
っ
て
い

ま
す
。

■
二
条
城
撮
影
所
跡

中
京
区
西
ノ
京
北
聖
町

二
条
城
撮
影
所
は
、
明
治
四
十
三(

一
九
一
〇)

年
に
横
田
永
之
助
の

横
田
商
会
に
よ
り
開
設
さ
れ
た
京
都
初
の
撮
影
所
で
、
規
模
は
お
よ
そ

三
百
坪
の
土
地
に
二
間
四
間
の
低
い
板
敷
の
舞
台
を
し
つ
ら
え
、
そ
れ

を
開
閉
自
由
の
天
幕
で
覆
う
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
し
た
。
セ
ッ
ト
の

背
景
は
す
べ
て
書
き
割
り
で
、
翌
年
に
は
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

二
条
城
撮
影
所
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
日
本
映
画
隆
盛
の
一
時
代
を

築
い
た
京
都
の
映
画
産
業
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。
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こ
こ
で
、
日
本
映
画
の
父
と
言
わ
れ
る
牧
野
省
三
が
、
尾
上
松
之
助

と
コ
ン
ビ
を
組
み
、
京
都
で
最
初
に
制
作
さ
れ
た
作
品
「
忠
臣
蔵
」
を

撮
影
、
実
力
を
つ
け
た
牧
野
は
、
そ
の
後
、
京
都
を
舞
台
に
数
々
の
名

作
を
手
が
け
、
日
本
映
画
発
展
の
基
盤
を
作
り
あ
げ
ま
す
。

■
阪
東
妻
三
郎
の
墓

ば
ん
ど
う
つ
ま
さ
ぶ
ろ
う

右
京
区
嵯
峨
二
尊
院
門
前
長
神
町(

二
尊
院
内)

東
京
神
田
で
生
ま
れ
た
阪
東
妻
三
郎(

本
名
田
村
伝
吉
、
一
九
〇
一

～
五
三)

は
、
大
正
五(
一
九
一
六)

年
、
片
岡
仁
左
衛
門
の
門
下
と
し

か
た
お
か

に

ざ

え

も
ん

て
大
阪
中
座
で
初
舞
台
を
踏
み
ま
す
。
大
正
十
二(

一
九
二
三)

年
、
映

、

「

」

、「

」「

」

画
に
転
じ

同
一
四
年
の

影
法
師

以
来

雄
呂
血

魔
保
露
詩

お

ろ

ち

ま

ぼ

ろ

し

な
ど
、
一
連
の
寿
々
喜
多
呂
九
平
脚
本
の
時
代
劇
作
品
に
出
演
、
尾
上

す

す

き

だ

ろ

く

べ
え

松
之
助
な
ど
従
来
の
剣
戟
役
者
と
異
な
る
虚
無
的
な
新
し
い
タ
イ
プ
で

け
ん
げ
き
や
く
し
ゃ

人
気
を
博
し
ま
し
た
。

昭
和
二(

一
九
二
七)

年
、
阪
妻
プ
ロ
を
創
立
、
の
ち
に
日
活
に
入
り

ば
ん
つ
ま

多
数
の
時
代
劇
作
品
に
出
演
し
ま
し
た

「
阪
妻
」
と
呼
ば
れ
て
長
く

。
ば
ん
つ
ま

代
表
的
ス
タ
ー
の
地
位
に
あ
り

「
無
法
松
の
一
生
」(
稲
垣
浩
監
督)

、

い
な
が
き
ひ
ろ
し

な
ど
の
傑
作
を
残
し
ま
し
た
。
没
後
、
右
京
区
の
二
尊
院
に
葬
ら
れ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
太
秦
の
地
に
は
じ
め
て
撮
影
所
を
建
て
た
の
が
阪
妻
プ
ロ

で
あ
り
、
現
在
の
東
映
撮
影
所
が
そ
の
地
に
あ
た
り
ま
す
。

■
牧
野
省
三
顕
彰
碑

右
京
区
太
秦
多
藪
町(

三
吉
稲
荷
内)

さ
ん
き
ち

大
映
通
り
沿
い
に
あ
る
三
吉
稲
荷
大
社
は
昭
和
三(

一
九
二
八)

年
、

日
活
撮
影
所
の
建
設
が
始
ま
っ
た
際
に
付
近
の
二
つ
の
ほ
こ
ら
を
統
合

す
る
形
で
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
映
画
人
が
訪
れ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
小
さ
な
境
内
の
中
に
は
「
日
本
映
画
の
父
」
と
言
わ
れ
た
牧
野

省
三
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
碑
の
裏
に
は
、
平
成
十
三
年
の
設

立
に
寄
与
し
た
人
々
の
名
前
が
書
か
れ
て
お
り
、
映
画
出
演
者
の
名
前

も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
他
に
映
画
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
車

折

く
る
ま
ざ
き

神
社(

右
京
区
嵯
峨
朝
日
町)

の
玉
垣
や
出
世
稲
荷
神
社(

上
京
区
千
本

し
ゅ
っ
せ

い
な
り

通
竹
屋
町
下
る)

の
石
鳥
居
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
東
映
太
秦
映
画
村

右
京
区
太
秦
東
蜂
岡
町

う
づ
ま
さ

映
画
村
は
、
東
映
京
都
撮
影
所
内
に
あ
り
、
昭
和
五
十
年
、
東
映
株

式
会
社
が
急
激
な
映
画
産
業
の
衰
退
で
荒
廃
し
た
撮
影
所
を
活
用
す
る

た
め
に
、
映
画
の
製
作
過
程
を
公
開
展
示
す
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
年
々
拡
充
し
現
在
で
は
京
都
観
光
の
一
名
所
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

面
積
は
約
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
映
画
文
化
館
・
映
画
資
料
館

を
は
じ
め
、
時
代
劇
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
・
映
画
実
験
室
な
ど
の
施
設
が

あ
り
、
随
時
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館

中
京
区
三
条
通
高
倉

京
都
文
化
博
物
館
は
、
日
本
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
京
都
の
歴
史
と
文

化
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
総
合
的
な
文
化
施
設
と
し
て
、
昭
和
六

十
三
年
十
月
に
開
館
し
ま
し
た
。

常
設
展
に
は
京
都
の
歴
史
・
美
術
工
芸
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
文

化
情
報
を
模
型
や
映
像
、
パ
ネ
ル
な
ど
で
展
示
し
て
あ
り
、
映
像
ホ
ー

ル
で
は

「
名
作
映
画
リ
ク
エ
ス
ト
」
に
よ
っ
て
応
募
の
あ
っ
た
懐
か

、

し
の
映
画
を
上
映
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
博
物
館
は
、
京
都
府
が
推
進
す
る
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
事
業
を
開
館
と
同
時
に
引
き
継
ぎ
、
映
画
の
「
図
書
館
」
と
し
て

京
都
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
フ
ィ
ル
ム
と
映
画
関
連
資
料
を
蒐
集
保
存
し

て
い
ま
す
。
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